




本症の一次マススクリーニングは尿中のVMAとspot法またはdip法によって陽性か陰性か

を判定している。 

神奈川県の場合,一次検査は dip 法により行い,二次検査は高速液体クロマトグラフィーに

よって VMAの他に,HVA,VLA の定量も行っている。横浜市の場合は二次検査は薄層クロマト

グラフィーで行っている。これらの検査で基準値以上を示した場合に精密検査のため,診療

機関に来院することになる。しかし,基準値超過の程度はさまざまであるので,初回来院時

から確定診断に必要なすべての検査を実施することは対象児に対する侵襲その他の面で問

題がある。そこで以下のように精密検査の手順を整理してみた。 


